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①、活動のきっかけ 

「遠くの親戚より近くの他人」 

 こんな言葉を強く意識せざるを得なくなった昨今の                            
石原町、新しく町民になられた方にもっと石原町を  
知って貰いたい、そして、隣近所のお付き合いが   
昔のように出来る町にしよう。 



②、１％まちづくり事業に応募したきっかけ 
 

幸い、町には例幣使道が通り関連した伝説も 

残されています。これを何とか活用して町の 

活性化につなげられないだろうか、 

 

 



例幣使道と 
加茂神社 

救命犬の像 

鳥居の無い神社 

スタンプラリーでもお馴染 



③、実施している事業の内容 

• 年１度、２２１年間、４月１２日に通過したという例幣
使行列を小学５年生の協力により再現する。 

• 例幣使について、石原町加茂神社に伝わる伝説を 

  題材に「紙芝居」を作成し子供達に伝えて行く。 

●  例幣使の持ち物、衣装等は色々な文献をあさり、 

  それらしく、雰囲気を大切に手造りをする。 

  



④、活動の流れ 
１％事業スタート  文献捜し  栃木を参考に 

           町内育成会との 

子供に       連携模索 

教える                    

           小学校の総合学習への 

           協力要請 

計画見直し   紙芝居製作   制作 

 

   展示紹介   行列の実施         



活動 １、 
例幣使衣装を作る  

企画・試作 

学校での製作打ち合わせ 

生徒の製作風景 

製作 



活動 ２、 
例幣使と例幣使道について学ぶ 

元教育長正田先生に例幣使と例幣使道につい
て講義して頂く場を設ける事で、知っている様
で知らないその実態の認識を新たにする 

 



活動 ３、 
例幣使と伝説を 
子供達に伝える 

紙芝居を作り子供達に読み聞かせの時間で 紙芝
居をしてあげる。そして、折角作った紙芝居ですから
町内のイベントでも披露しました。 

            小学校の総合学習風景   

町内イベントでの披露 



活動 ４、持ち物を造る 

勅使輿 

御台 

菅笠６６ 

金の幣帛 

宣命 

合羽籠２ 

刀６６ 

両掛け４ 鋏箱４ 長持ち５ 

長柄傘２ 

槍６ 



活動 ５、持ち物の展示披露 
隔年に開催される石原町の文化祭には部屋を
借りて例幣使についての展示、子供は衣装の
試着ＯＫ，ハイポーズです。 

 



活動 ６、４月１２日 
天候は申し分ありませんでしたが、風が強くて菅笠、烏帽
子等が飛ばされる始末、予算不足よりも知恵不足でにわ
か手造りの結果であり反省点です、 

上毛新聞の記事 



⑤、事業を行った効果 
• 子供達が手造りした衣装を着て行列をするので 

  他の地区からの見物客も多くメディア（ＴＶ）にも 

  取材して頂き好評だった。 

● 地域に残る歴史を多くの人に知って頂き、石原町に                                   

  興味を持ってくれるきっかけが出来たと思う。 

● 町民全員が感心の持てる行事となり夏祭りに近い  

  行事が１つ増えた事で、町の活性化に一役買った 

  と思える。 



⑥、今後の活動について 

当初は、構想倒れにならないかどうか、形とし
て仕上げられるのかどうか心配でしたが、思っ
たより多くの人達の協力が得られましたので、
更に歴史的な知識も付け加えながら、内容も充
実して続けていく事によって町おこしに少しでも
貢献出来ればと思って居ります。 

今年の５年生は９６名（７名増）です。持ち物も
増やし一段と盛り上げて行きます。 

 



⑦、その他 
暗中模索で始めた例幣使仮装行列は子供達に例幣
使を教える事の部分で学校の協力が得られた事で 
大きく展開していきました。 

学校の協力が得られた事は逆に教える内容に付いて
の責任を痛感しました。そこで、元教育長（正田喜久
先生）の協力と監修を得られて何とか例幣使行列が 
形作られて行きましたが、ご協力くださった多くの皆様
に感謝申し上げます。 



４月１日京都を発つ予定の例幣使一行は今頃
は人選の最中でしょう。４月１２日は、石原町の
加茂神社の前を通過します。 

    皆さんどうぞ見に来て下さい。 

  ご清聴ありがとうございました 


